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【農薬散布時の注意点】
①粒剤
　中干し時期を避け、水面施用
　（水深３cm程度で散布）
　散布後７日間は止水管理
②粉剤
　防除効果を高めるため、
　可能な限り湛水状態で散布

有効分げつ

下中 下 上 中 下 上

箱施薬
（田植前）
ﾌﾞｲｹﾞｯﾄﾌｪﾙﾃﾗｾﾞｸｻﾛﾝL粒剤

※紋枯病が心配なほ場
サンエース箱粒剤

防除①
（７月中下旬）
アプロードパダン粒剤

・コブノメイガ
（発蛾最盛期）
・ウンカ類
（坪枯れ防止）

分げつ期 穂の
成長

成熟期

下

防除②
（８月中下旬）
ゴウケツモンスター粒剤

・いもち病予防
・紋枯病予防
・稲こうじ病

令和７年産　北諸県地区稲作こよみ（平坦部）
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◎ヒノヒカリ
6月 8月

上
10月

上 中中中
5月 7月

監修：北諸県地区営農振興協議会普通作部会

9月
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◎農薬散布時は必ずラベルを確認！栽培管理記録簿に記帳を！安全・安心のうまい米づくり!

稲の
生育 無効分げつ

出穂 登熟期

上 中 下

育苗期 田植 幼　穂
形成期

防除③
（出穂～登熟期）
ワイドナーエース粉剤DL

・穂いもち、紋枯病防除
・カメムシ、ウンカ類防除

《 施 肥 設 計 》☆まずは土づくり

☆たい肥等有機物による地力の向上と共にケイ酸
質資材の利用による品質向上を行いましょう。

《 除 草 剤 》

①標準【基肥＋追肥】
基肥 穂肥 注意事項

田植前に施用
40 ー 地力で増減
ー 10 出穂20日前

Ｎ Ｐ Ｋ
6.2 7.2 7.3

②省力タイプ【基肥のみ】
注意事項

田植前に施用
追肥はしない

Ｎ Ｐ Ｋ
6.4 6.4 6.4

普通期一発くん

基肥

注）たい肥1㌧以上の施用や前作がバレイショ等で地力が高いほ場
　では減肥する。（例）たい肥2㌧の場合　40kg/10a→20kg/10a

（単位：kg/10a）

（単位：kg/10a）

40

肥　料　名
土づくり資材

新みやざき水稲284
BB追肥2号

たい肥・ｹｲｶﾙ・ようりん等

肥料成分量

肥料成分量

肥　料　名
土づくり資材 たい肥・ｹｲｶﾙ・ようりん等

　カウンシルエナジー１キロ粒剤 移植後７日～ﾉﾋﾞｴ3.5葉期
　　（※落下籾による雑草イネにも有効）

（1kg/10a）
　ジャスタ１キロ粒剤 移植後７日～ﾉﾋﾞｴ3.5葉期

（1kg/10a） （移植後30日まで）
移植時
移植直後～ﾉﾋﾞｴ2葉期

（1kg/10a） （移植後30日まで）
　マサカリLジャンボ 移植後5日～ﾉﾋﾞｴ2.5葉期

（10パック/10a） （移植後30日まで）
　エンペラージャンボ 移植直後～ﾉﾋﾞｴ３葉期

（10パック/10a） （移植後30日まで）
移植時
移植直後～ﾉﾋﾞｴ2.5葉期

(500ml/10a） （移植後30日まで）
　トドメバスMF液剤 移植後15日～ﾉﾋﾞｴ６葉期

(1,000mlを70～100Lの水に希釈) （収穫50日前まで）
移植後20日（稲5葉期以降）
　　　　　～ﾉﾋﾞｴ6葉期

(100mlを100Lの水に希釈） （収穫30日前まで）
　ワイドパワー粒剤 移植後20日～ﾉﾋﾞｴ5葉期

(3kg/10a) （収穫60日前まで）

○ 移植後7～１０日頃までを目安に散布する（但し、雨天時は避けること）
○ 田面は均平にならし、５cm以上の湛水状態で散布すること
○ ジャンボ剤は、藻や浮草が多い場合使用しない
○ ジャンボ剤またはフロアブル剤は、強風が予想される場合は散布しない
◎ 散布後少なくとも５日は湛水する
◎ 散布後は水の掛け流しをしない
◎ 田植え同時処理を行う場合は、田植後すぐに３～５cmまで入水をする
◎ 雑草イネ対策時は有効な中後期剤との組合せ（体系防除）を行う

投
込

　ワイドアタックSC

粒
剤

　サラブレッドKAIフロアブル

除　草　剤　使　用　上　の　注　意

種
類

除　草　剤　名
（使用量） 推奨使用時期 対象雑草

初
中
期
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発
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ヒ　　エ
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ウリカワ
コ ナ ギ
　　　等

  イノーバDX１キロ粒剤５１

液
剤

中
期
剤

液
剤

（移植後30日まで）

やや深水3～5cm
浅水 間断灌水

湛水管理中干し

間断灌水
【水管理】

落
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25

散　布　量
1000倍 10ml/水10L

200倍 50ml/水10L

500倍

1000倍

立枯防除
（播種直後）
（緑化始め）

　苗立枯病（リゾープス菌） ダコニール1000 1L/箱かん水
（20ml/水10L）
（10ml/水10L）

　立枯病
（フザリウム菌等、根の生育促進） タチガレエースＭ液剤

時期 対　象　病　害　虫 薬　剤　名
種子消毒
水に浸漬

(24時間）

　イネシンガレセンチュウ スミチオン乳剤

　馬鹿苗病、苗いもち病など テクリードＣフロアブル

○基本的な土づくり

資　材　名 投入量

完熟牛ふんたい肥 1,000kg

ケイカル
（ケイテツ）

120kg
（140kg）

ようりん 20kg

（単位/10a）
注意事項

耐病虫害・倒伏軽減

○たい肥の投入できないほ場向けの「たい肥代替資材」
（単位/10a）

資　材　名 投入量 規格 注意事項

微生物の力 75kg程度 15kg/袋

満作（粒状） 80kg程度 20kg/袋

倒伏等の防止のため、
地力に応じた施用が必要

○ケイカル等の投入が困難なほ場向けの「ケイ酸質代替資材」
（単位/10a）

資　材　名 投入量 規格 注意事項

シリカサポート1号 40kg 20kg/袋 倒伏軽減・品質向上

《 緊急防除 》

《 種子消毒～育苗 》


